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※
議
案
は
以
下
の
通
り
で
す
。

【
財
務
議
決
議
案
】

第
1
号　

２
０
２
０
（
令
和
2
）
年
度
一
般

会
計　

沖
縄
県
宗
務
事
務
所
費
歳
計
予
算
案

…
…
原
案
可
決

第
2
号　

２
０
２
０
（
令
和
2
）
年
度
特
別

会
計　

沖
縄
県
宗
務
事
務
所
伝
道
車
維
持
積

立
金
歳
計
予
算
案
…
…
原
案
可
決

第
3
号　

２
０
２
０
（
令
和
2
）
年
度
特
別

会
計　

沖
縄
県
宗
務
事
務
所
振
興
金
庫
積
立

金
歳
計
予
算
案
…
…
原
案
可
決

第
4
号　

２
０
２
０
（
令
和
2
）
年
度
特
別

会
計　

沖
縄
県
宗
務
事
務
所
退
職
積
立
金
歳

計
予
算
案
…
…
原
案
可
決

第
5
号　

２
０
２
０
（
令
和
2
）
年
度
特
別

会
計　

子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
推
進
費

歳
計
予
算
案
…
…
原
案
可
決

第
6
号　

２
０
１
９
年
度
一
般
会
計　

沖
縄

県
宗
務
事
務
所
費
歳
計
予
算
補
正
案
…
…
原

案
可
決

第
7
号　

２
０
１
９
年
度
特
別
会
計　

沖
縄

県
宗
務
事
務
所
伝
道
車
維
持
積
立
金
歳
計
予

算
補
正
案
…
…
原
案
可
決

第
8
号　

２
０
１
９
年
度
特
別
会
計　

沖
縄

県
宗
務
事
務
所
振
興
金
庫
積
立
金
歳
計
予
算

補
正
案
…
…
原
案
可
決

第
9
号　

２
０
１
９
年
度
特
別
会
計　

沖
縄

県
宗
務
事
務
所
退
職
積
立
金
歳
計
予
算
補
正

案
…
…
原
案
可
決

第
10
号 

２
０
１
９
年
度
特
別
会
計　

子
ど

も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
推
進
費
歳
計
予
算
補

正
案
…
…
原
案
可
決

【
承
認
議
案
】

第
1
号　

沖
縄
県
宗
務
特
別
区
組
長
職
務
改

選
に
つ
い
て
…
…
承
認

第
2
号　

沖
縄
県
宗
務
特
別
区
護
持
口
数
見

直
し
に
つ
い
て
…
…
原
案
承
認

3
月
17
日
（
火
）
午
後
7
時
、
天
久
新
都
心
寺
務
所

に
て「
２
０
１
９
年
度
第
2
回
沖
縄
県
宗
務
推
進
会
議
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
全
員
マ
ス
ク
着

用
、
換
気
を
十
分
行
っ
た
う

え
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

芝
田
祐
蔵
会
長
よ
り
議
事

録
署
名
人
に
谷
口
隆
信
委
員

と
福
地
心
一
委
員
が
選
出
さ

れ
、
ま
ず
財
務
議
決
議
案
の

第
1
号
か
ら
第
10
号
に
つ
い

て
、
事
務
局
よ
り
予
算
案
及

び
予
算
補
正
案
を
説
明
し
ま
し
た
。
質
疑

応
答
後
、
全
会
一
致
で
全
議
案
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

承
認
議
案
第
1
号
に
つ
い
て
は
、
組
長

職
務
の
任
期
が
本
年
3
月
31
日
を
以
て
満

了
と
な
る
旨
を
事
務
局
よ
り
説
明
し
、
組

長
職
務
で
あ
っ
た
島
武
夫
委
員
よ
り
今
期

を
以
て
退
任
の
意
向
が
あ
り
、
各
委
員
に

推
薦
を
募
り
ま
し
た
。
島
委
員
よ
り
真
常

寺
菊
城
元
明
委
員
、
森
井
正
則
委
員
よ
り

与
勝
寺
藏
當
博
文
委
員
の
推
薦
が
あ
り
、

藏
當
委
員
よ
り
辞
退
の
申
し
出
が
あ
っ
た

た
め
、
菊
城
委
員
が
新
た
に
組
長
職
務
と

し
て
選
任
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

菊
城
委
員
が
組
長
職
務
に
選
出
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
沖
縄
県
宗
務
推
進
会
議

副
会
長
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

後
任
に
島
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

承
認
議
案
第
2
号
に
つ
い
て
は
、
4

年
に
1
度
の
見
直
し
時
期
に
あ
た
る
た
め
、

事
務
局
案
を
読
み
上
げ
説
明
し
、
全
会
一

致
で
原
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第2回

沖
縄
県
宗
務
推
進
会
議

左から）佐々木事務所長、芝田会長、新組長職務の菊城委員

所
と
し
て
開
設
さ
れ
、
10
年
に
寺
院
と
な

り
、
芝
田
祐
蔵
住
職
が
初
代
で
す
。
本
堂

の
壁
、
襖
、
天
井
画
は
す
べ
て
住
職
が
描

か
れ
た
そ
う
で
、
長
年
沖
縄
で
開
教
さ
れ

て
き
た
ご
苦
労
な
ど
を
面
白
お
か
し
く
話

さ
れ
ま
し
た
。

最
後
の
東
本

願
寺
沖
縄
別
院
は
、

平
成
22
年
、
宜
野

湾
市
に
設
立
さ
れ

た
寺
院
で
、
ご
本

尊
や
梵
鐘
な
ど
は

１
９
３
６
年
に
建

立
さ
れ
た
ハ
ワ
イ

の
マ
カ
レ
ー
東
本

願
寺
か
ら
引
き
継

が
れ
た
も
の
で
す
。

地
域
に
応
じ
た

そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院

活
動
の
お
話
は
刺

激
的
で
、
有
意
義

な
研
修
会
で
し
た
。

城徳寺にて

2
月
11
日
（
火
）
に
備
後
教
区
比
婆
組
仏
教
婦
人
会

連
盟
、
2
月
20
日
（
木
）
に
兵
庫
教
区
出
石
組
西
方
寺

仏
教
壮
年
会
の
皆
さ
ん
が
沖
縄
別
院
に
参
拝
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
の
ご
参
拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ハイサイ!!

沖
縄
へ
よ
う
こ
そ

行事
案内

５月の行事
第 1 回実践運動研修会【沖縄別院】
5月16日（土）午後 6時～

宗祖降誕会【沖縄別院】
5月17日（日）午前10 時～

日曜学校【久米島布教所】 
5月17日（日）午前10 時～

久米島常例法座【久米島布教所】
5月17日（日）午後7時～

天久島常例法座【天久礼拝所】
5月24日（日）午前10 時～
6 月の行事

常例法座【沖縄別院】
6月14日（日）午前10 時～

日曜学校【久米島布教所】
6月21日（日）午前10 時～

久米島常例法座【久米島布教所】
6月21日（日）午後7時～

沖縄県慰霊の日追悼法要
6月23日（火）別院：午前11時～

久米島：正午～
天久常例法座【天久礼拝所】
6月28日（日）午前10 時～

↑備後教区比婆組仏教婦人会の皆さん

←兵庫教区出石組西方寺仏教壮年会の皆さん

　　　　　 ⬅中止

　⬅ 縮小開催

　　⬅中止

　　　　  ⬅中止

　　　　⬅中止

⬅中止

　　⬅中止

　　　　　⬅中止

　  ⬅ 縮小開催

　　　⬅中止

※	

特
区
内
寺
院
・
布
教
所
の
行
事
告

知
・
レ
ポ
ー
ト
、
お
寺
紹
介
文
な
ど

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
・

申
し
込
み
は
特
区
報
「
お
き
な
わ
」

担
当
ま
で
。

2
月
2
日
（
日
）、
沖
縄
別
院
仏
教
婦

人
会
主
催
の
現
地
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
は
沖
縄
県
内
の
浄
光
寺
、城
徳
寺
、

東
本
願
寺
沖
縄
別
院
（
真
宗
大
谷
派
）
を

順
に
参
拝
し
ま
し
た
。

浄
光
寺
は
平
成
11
年
に
布
教
所
と
し
て

開
設
さ
れ
、
14
年
に
寺
院
と
な
り
、
26
年

に
土
地
開
発
が
進
む
中
城
湾
港
マ
リ
ン
タ

ウ
ン
へ
移
転
さ
れ
ま
し
た
。
2
代
目
で
あ

る
宇
垣
満
住
職
か

ら
は
「
よ
り
多
く

の
人
が
集
え
る
お

寺
に
な
り
た
い
」

と
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。

次
の
城
徳
寺
は
、

平
成
４
年
に
布
教

東本願寺沖縄別院にて

浄光寺にて

沖
縄

別
院
仏
教
婦
人
会

現
地
研
修
会
!!

地
域
の
特
徴
を
意
識
し
た

お
寺
づ
く
り
を
つ
ぶ
さ
に
見
学
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「
大
切
な
人
を
亡
く
さ
れ

た
多
く
の
方
は
、
悲
し
み

の
中
で
、『
亡
き
人
と
共
に

生
き
る
』生
き
方
を
大
事
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

浄
土
真
宗
の
み
教
え
で
は
、
先
立
た
れ

た
人
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
お
浄
土
で
仏
と

し
て
生
ま
れ
、
縁
あ
る
人
を
救
う
た
め
こ

の
世
に
来
て
、
い
つ
も
寄
り
添
い
、
真
実

に
導
く
存
在
に
な
る
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
共
に
生
き
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
大
切
な
人
が
、
今
の
あ
な
た
に
ど
う
生

き
て
ほ
し
い
と
願
わ
れ
て
い
る
か
に
思
い

を
馳
せ
、
自
分
の
生
き
方

を
見
つ
め
直
し
ま
し
ょ
う
。

阿
弥
陀
さ
ま
と
大
切
な
人

が
仏
と
な
っ
て
、
い
つ
も

見
ま
も
っ
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
と
思
う
と
、
心
強
い

で
す
ね
。
大
切
な
人
を
偲

び
、
仏
さ
ま
に
感
謝
を
申

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ

う
」
と
お
話
し
し
ま
し
た
。

3
月
26
日
（
木
）、
浄
光
寺
本
堂
に
お
い

て
宇
垣
富
夫
前
住
職
の
90
歳
僧
侶
表
彰
伝

達
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
90

歳
を
む
か
え
た
僧
侶
が
受
け
る
表
彰
で
す
。

永
年
に
わ
た
る
ご
苦
労
を
た
た
え
る
と
と

も
に
、
こ
れ
か
ら
も
ご
法
義
繁
昌
、
宗
門

興
隆
の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

旧
正
月
明
け
の
「
十ジ

ュ
ウ
ル
ク
ニ
チ
ー

六
日
祭
」
は
沖

縄
で
は
お
墓
参
り
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
は
2
月
9
日
（
日
）
で
し
た
。
当
日
、

沖
縄
別
院
で
は
午
前
10
時
と
午
後
２
時
、

天あ
め

久く

礼
拝
所
と
久く

米め

島じ
ま

布
教
所
は
正
午
か

ら
、
納
骨
堂
総
追
悼
法
要
を
お
勤
め
し
ま

し
た
。
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
、
ど
こ

も
大
変
多
く
の
参
拝
が
あ
り
ま
し
た
。

法
要
後
の
法
話
で
佐
々
木
龍
三
輪
番
は
、

3
月
20
日
（
金
）
午
前
10
時
よ
り
沖

縄
別
院
に
て
、
佐
々
木
龍
三
輪
番
導
師
の

も
と
春
季
彼
岸
会
法
要
を
修
行
し
ま
し
た
。

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
規
模
を
縮
小
し
た
法
要
と
な
り

ま
し
た
。
法
要
後
、
佐
々
木
輪
番
よ
り
、

「
薬
店
員
さ
ん
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
『
マ
ス

ク
不
足
に
な
っ
た
頃
か
ら
、
お
客
さ
ん
が

殺
気
立
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
よ
り
も
怖
い

の
は
人
間
』（
概
略
）
と
あ
り
ま
し
た
。
心

に
余
裕
が
な
い
と
き
は
、
自
己
中
心
的
な

行
動
を
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
も
、

自
分
の
都
合
を
判
断
基
準
に
す
る
私
た
ち

は
、そ
れ
に
気
づ
く
こ
と
さ
え
で
き
ま
せ
ん
。

浄
土
真
宗
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
び
と
の
幸

せ
を
分
け
隔
て
な
く
願
わ
れ
る
阿
弥
陀
さ

ま
に
お
ま
か
せ
す
る
み
教
え
で
す
。
仏
さ

ま
の
見
方
や
お
心
を
理
想
と
し
、
た
よ
り

と
し
、
仏
さ
ま
の
真
似
事
で
も
さ
せ
て
い

た
だ
く
、
こ
れ
が
念
仏
者
の
生
き
方
で
す
。

ご
門
主
様
の
ご
親
教
に
あ
る
『
私
た
ち
の

ち
か
い
』
を
共
々
に
大
事
に
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
お
彼
岸
は
先
人
を
ご
縁
と
し

て
、彼
岸（
お
浄
土
）に
思
い
を
馳
せ
ま
し
ょ

う
」
と
法
話
が
あ
り
ま
し
た
。

納
骨
堂
総
追
悼
法
要

3
月
29
日
（
日
）
午
後
7
時
30
分
よ
り

沖
縄
別
院
本
堂
に
て
、「
沖
縄
県
宗
務
特
別

区　

全
戦
没
者
追
悼
法
要
」
を
修
行
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

春季

彼岸会
法要

上）春季彼岸会法要の様子
下）コロナ対策として、参拝の皆さん
は間隔をとって座られている

の
た
め
、
当
初
予

定
よ
り
縮
小
し

て
行
い
ま
し
た
。

法
要
で
は
、
勤

式
練
習
会
で
毎
月
習
礼
を
重
ね
て
き
た
特

区
内
僧
侶
の
皆
さ
ん
が
結
衆
と
し
て
出
勤

し
、「
佛
説
阿
弥
陀
経
」
～
巡
讃
・
行
道
依

用
～
を
お
勤
め
し
ま
し
た
。
お
参
り
の
皆

さ
ん
も
非
戦
・
平
和
へ

の
思
い
を
胸
に
、
法
要

に
あ
わ
れ
ま
し
た
。

法
要
を
終
え
た
勤

式
練
習
会
の
講
師
・
伊

波
敬
人
勤
式
指
導
員
は
、

「
真
面
目
に
練
習
を
積

ま
れ
た
成
果
が
表
れ
ま

し
た
。
作
法
も
称
名
も

し
っ
か
り
で
き
ま
し

た
」
と
評
価
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
伊
波
指
導

員
は
、
今
年
度
を
も
っ

て
指
導
員
を
退
任
さ
れ

全
戦
没
者
追
悼
法
要 多くの参拝者であふれる沖縄別院納骨堂

沖縄別院でのお勤めの様子

沖
縄

特
区

ま
す
。
長
い
間
大

変
お
世
話
な
り
ま

し
た
。

ま
た
こ
の
法
要

に
あ
わ
せ
て
、
納

骨
堂
で
は
３
月
17

日
（
火
）
～
29
日

（
日
）
に
沖
縄
戦
写
真
等
の
パ
ネ
ル
展
を
開

催
し
ま
し
た
。
戦
争
の
悲
惨
さ
を
伝
え
る

記
録
写
真
や
、
現
代
の
児
童
・
生
徒
に
よ

る
戦
争
に
つ
い
て
の
絵
や
作
文
を
展
示
し

ま
し
た
。
お
彼
岸
に
は
多
く
の
方
々
が
参

拝
さ
れ
、
熱
心
に
見
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

結衆として出勤された特区内僧侶の皆さん、左端は導師の佐々木所長

↑華籠（けろう）を手に、
お経を唱えながらご本尊
のまわりを回る「行道」

←法要直前、伊波師（上
段右から２人目）に最
後の指導をあおぐ

浄
光
寺
表
彰
伝
達
式

（左）宇垣前住職　（右）佐々木所長


